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「八重原地区」とは・・・三直・八重原・内箕輪・内蓑輪・法木作・外箕輪・杢師・南子安・北子安の地域です。 

ま
ち
か
ど
川
柳  

ロ
ボ
ッ
ト
に 

も
っ
と
動
け
と 

怒
ら
れ
た 

（
外
箕
輪
・
唐
変
木
）  

メ
モ
を
し
ろ 

言
わ
れ
て
メ
モ
を 

し
ろ
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メ
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（
箕
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・
メ
モ
マ
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緑
陰
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か
ほ
る
小
庭
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風
そ
よ
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（
外
箕
輪
・
涼
風
）  

編 

集 

後 
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今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
数

年
ぶ
り
に
各
地
で
賑
わ
い
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
以
前
と
比
べ
る
と
で
き
る
こ

と
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。 

 

引
き
続
き
対
策
を
し
な
が
ら
、
以
前

の
日
常
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
い
く
と
良

い
で
す
ね
。 
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お
す
す
め
の
本
の
紹
介 

「
母
の
待
つ
里
」 

著
者 

浅
田
次
郎 

  

都
会
育
ち
で
故
郷
と
い
え
る
場
所
を
持

た
な
い
高
齢
の
男
女
が
「
あ
な
た
も
故
郷

を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
」の
企
画
に
乗
り「
ふ

る
さ
と
体
験
」
を
し
て
い
く
物
語
で
す
。 

 

４
名
の
体
験
者
は
、
同
じ
地
方
の
同
じ

家
屋
、
同
じ
母
親
・
隣
人
達
の
演
技
者
の

中
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
体
験
し
癒
さ
れ
て

い
き
ま
す
。 

 

本
当
の
「
ふ
る
さ
と
」
に
い
る
よ
う
に

感
じ
た
４
名
は
、
何
度
も
体
験
す
る
よ
う

に
な
り
・
・
・
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
の

母
の
死
。
訃
報
を
知
っ
た
４
名
は
・
・
・
。 

 

前
号
以
降
の
新
刊 

・
小
説
８
０
５
０ 

 

林
真
理
子
作 

・
御
坊
日
々 

 

畠
中
恵
作 

・
透
明
な
螺
旋 

 

東
野
圭
吾
作 

・
残
照
の
頂 

 

湊
か
な
え
作 

・
フ
ェ
イ
ク
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

 

誉
田
哲
也
作 

・
黒
牢
城 

 

米
澤
穂
信
作 

・
花
束
は
毒 

 

織
守
き
ょ
う
や
作 

・
特
許
や
ぶ
り
の
女
王 

南
原
詠
作 

・
真
夜
中
の
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト 

 

知
念
実
希
人
作 

・
闇
祓 

 

辻
村
深
月
作 

・
護
衛
艦
あ
お
ぎ
り
艦
長 

早
乙
女
碧 

時
武
里
帆
作 

・
同
志
少
女
よ
敵
を
撃
て 

逢
坂
冬
馬
作 

            

                           

青少年 対象 時期・回数 

子ども創作体験教室 7～8月（2回） 

八重原子ども自然体験教室 7～2月（7回） 

20歳のつどい  君津中学校区 

        八重原中学校区 
1月 

成人 対象  

家庭教育学級  

八重原・周南地区合同幼児家庭教育学級 

（幼児の保護者向け） 

八重原地区家庭教育学級「八重の桜」 

（八重原地区の小～中学生の保護者） 

 家庭教育関連事業 

 

6～12月（7回） 

 

6～2月（8回） 

 

随時 

ふれあい学級（高齢者学級） 7～2月（8回） 

学び直し支援事業（スマホ講座） 年 3回程度 

オトナの体験教室 年 2回程度 

地域再発見講座 随時 

防災講座 随時 

福祉関係事業 随時 

読書活動推進（かけはし文庫、Bookサロン等） 随時 

親子 対象  

親子米作り教室 5～12月（8回程度） 

文化・広報・展示活動  

第 26回八重原地区ふれあい文化祭 11月（予定） 

館報八重原 年 4回（6、9、12、3月） 

施設の管理運営、各団体・機関等との連携、協働  

施設の提供、修繕、連携 通 年 

君津地区公民館運営審議会 5～3月 

公民館利用者懇談会（利用者研修会） 9月・3月 

 使用サークル・団体 曜日 時間 

文
化
教
養 

トラベル英会話 月３回・火曜 午前 

八重原英会話サークル 月１回・金曜 夜間 

お詫び 

前号３月号のサークル紹介で記載漏れと訂正がありました。正

しくは下記のとおりとなります。お詫び申し上げます。 

公
民
館
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
！ 

 

公
民
館
の
主
催
事
業
の
開
催
情
報
や
当
日

の
様
子
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

○
八
重
原
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

        

○
実
施
し
た
主
催
事
業
の
紹
介 

        

○
サ
ー
ク
ル
紹
介 

 

一
部
の
団
体
が
動
画
で
配
信
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
配
信
す
る
団
体
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。 

        

○
「
八
重
原
歴
史
の
道
ま
っ
ぷ
」
動
画
解
説 

 

随
時
、
動
画
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。
普

段
の
お
散
歩
や
散
策
の
と
き
に
史
跡
の
解
説

動
画
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

        

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
でQ

R
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

令和４年度 

八重原公民館主催事業計画一覧 
八重原公民館の 

活動を通して 

生活に彩りを! 

職
員
紹
介 

【
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
】 

▼
退
職 

 
 

館 

長 
 

吉
田 

貞
利 

 
 

副
館
長 

 

苅
込 

美
紀 

 

【
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
】 

館 

長 
 

山
口 

浩 

副
館
長 

 

新
井 

正
孝 

（
久
留
里
城
址
資
料
館
よ
り
）  

 

 

公
民
館
で
は
、
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が

ら
主
催
事
業
の
実
施
や
、
各
サ
ー
ク
ル
の
団

体
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
講
座
の
実
施
や
、
動
画
配
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

学
べ
る
、
参
加
で
き
る
取
り
組
み
も
進
め
て

い
ま
す
。 

 

各
主
催
事
業
の
開
催
・
募
集
案
内
は
、
自

治
会
回
覧
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。 

 

公
民
館
は
、
み
な
さ
ん
の
活
動
や
学
び
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

生活に関わる身近なこと、地域のことなど、様々なテーマで

主催事業を開催しています。年齢問わず、参加しやすい運営

を心がけていますので、是非ご参加ください。 


